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論文内容の要旨

【研究目的】

校合再構成とは，歯と顎の大きさや上下顎歯列の形態の不調和などの先天的因子や， う蝕，歯周疾患，歯の欠損な

どの後天的因子が原因となり崩壊した岐合を，形態的，機能的に調和のとれた状態に再構成し，顎口腔機能と諸組織

の健康を回復するものである。治療は顎口腔系に調和した歯列形態，すなわち，歯列弓，前後的および側方的校合轡

曲の形態が適切で，かっこれら 3 つの曲線が 3 次元的に調和した歯列形態の付与が不可欠である o

現在まで，様々な見地から歯列弓や校合轡曲を解析する試みがなされ，特に歯科補綴学や歯科矯正学の分野では顎

口腔機能との関連や形態の定性的および、定量的解析についての研究が数多く報告されているo これらの研究は歯科治

療の目的である，形態，機能，審美性の回復のために，診断学上および治療学上，重要な役割をもつものであるo

しかし従来の研究は，歯列形態を構成する歯列弓や校合轡曲について，個々の形態のみを分析した 2 次元的なも

のであったり，上下顎歯列を個別に扱ったものが多い。正常な機能を営み，かっ形態的，審美的にも美しい歯列には

上下顎一体の中で立体的な轡曲の付与が不可欠であるo そのため，歯列弓，校合響曲を校合状態で解析し 3 次元的に

統合することが重要であるが，そのような報告は見られない。

本研究は，歯列形態の定量的および視覚的特徴を 3 次元的に解析する方法を確立し，校合再構成の指標となる正常

岐合者の歯列形態の 3 次元的特徴を明らかにしようとしたものである o

【研究方法】

1 .歯列模型解析システムの開発

1 -1.歯列模型解析用プログラムの開発

非接触型 3 次元形状計測装置を使用し得られた歯列模型データから，歯列および歯の大きさや歯列形態の解析

に用いる臼歯のH交頭頂および前歯の近遠心隅角部の 3 次元座標が抽出できるプログラムを作成した。

1 -2. 歯列模型の 3 次元計測に最適な計測条件の設定

本研究に最適な計測条件を設定するために，計測時の誤差，歯列および歯の形態表現，データ量，計測時間に

ついて検討した。

1 -3. 上下顎歯列模型データの位置合わせと校合状態の 3 次元表示

上下顎岐合状態で歯列形態の解析を行うため， コンピュータ上で上下顎歯列模型データの位置合わせを行う方
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法について検討した。さらに，任意の方向から 3 次元的に岐合状態を認識できる方法について検討を行った0

1 正常校合者の歯列形態の 3 次元解析

n -1.歯列弓，前後的および側方的校合響曲の多項式近似による数学的解析

校合再構成の指標となる歯列形態の特徴を定量的に明らかにするため，男女正常日交合者各10名の歯列弓，前後

的および側方的校合轡曲を多項式で近似し，その係数により形態の解析を行った。

n -2. 歯列形態の 3 次元表示

日交合再構成の指標となる歯列形態の特徴を視覚的に明らかにするため， n -1 で得られた正常吹合者の歯列弓，

前後的および側方的校合轡曲の多項式を用い，歯列形態の 3 次元表示を行った。

n -3. 歯列形態の多項式近似と 3 次元表示による正常唆合者と不正佼合者の歯列形態の比較

本研究の臨床における有効性を確認するため，補綴学的な不正佼合の中の代表的 3 症例について，各 1 例ず、つ

歯列形態の多項式近似および 3 次元表示により正常佼合者の歯列と定量的，視覚的に比較した。

【研究結果及び考察】

1.歯列模型解析システムの開発

1 )非接触型 3 次元形状計測装置を用い得られた歯列模型データの中から，解析に必要な歯列や歯の大きさおよび

日交頭頂や近遠心隅角部の 3 次元座標を容易に抽出することができた。

2 )コンビュータ上で上下顎歯列模型データの位置合わせを行うことにより，上下顎一体として歯列形態を 3 次元

的に解析しさらに， ~交合状態を 3 次元的に表示することができた。

n. 正常校合者の歯列形態の 3 次元解析

1 )正常校合者の歯列弓，前後的および側方的校合轡曲の形態的特徴を多項式の係数で表現することができ，校合

再構成のための定量的な指標として有用であることが示された。

2 )正常校合者の歯列形態を 3 次元表示することができ，校合再構成のための視覚的な指標として有用であること

が示された。

3) 補綴学的な不正佼合の中の代表的 3 症例と正常吹合者について，多項式の係数および 3 次元表示により，定量

的および視覚的に歯列形態を比較することができた。

【結論】

本研究により，歯列形態を 3 次元的に解析する方法を確立し，校合再構成の指標となる正常校合者の歯列形態の定

量的および視覚的特徴を 3 次元的に明らかにすることができ，本研究結果は校合再構成に際して，歯列形態を解析す

るための新たな手段および付与すべき調和のとれた歯列形態の指標として有用である可能性が示唆された。

論文審査の結果の要旨

本研究は，歯列形態の定量的および視覚的特徴を 3 次元的に解析する方法を確立し，佼合再構成の指標となる調和

のとれた歯列形態の 3 次元的特徴を解析することを目的とし，歯列形態を解析するシステムの開発，および正常校合

者の歯列形態の 3 次元的特徴を定量的，視覚的に明らかにしようとしたものである。

その結果，歯列模型の解析に必要なデータを容易に抽出することができた。さらに，正常校合者の歯列形態の 3 次

元的特徴を近似多項式の係数として定量的に解析することができ，得られた式を用い 3 次元表示することで視覚的に

歯列形態を確認することができた。そして，不正佼合者の歯列形態と定量的，視覚的に比較できた。

この業績は，校合再構成の際に，歯列形態を解析するための新たな手段および付与すべき調和のとれた歯列形態の

指標として有用であることを示し，補綴臨床上極めて有益な示唆を与えるものである。よって本論文は，博士(歯学)

の学位請求に十分値するものと認める。
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